
１、 総合計画の構成項目の修正

第3回総合計画審議会までの意見等を踏まえた修正内容

区分 修正前 意見等 修正後

構成項目

まちづくりに込める想い（基本理念）
【審議会意見】
• 「まちづくりに込める想い」は、こうあるべきと

いう根本的な考え方ではなく、目標とすべきでは
ないか。

• 理念、目標、目的などの言葉の整理が必要ではな
いか。

基本理念

まちづくりの目標（政策） 基本目標

２、 記載内容の修正

区分 修正前 意見等 修正後

基本理念

（旧：まちづくりに込め
る想い（基本理念））

上越市ならではの快適で幸せな暮らし

【審議会意見】
• 「・・・暮らし」ではなく、「・・・暮らしの実

現」や「・・・暮らしができるまち」とすべきで
はないか。

※詳細は、次ページのとおり

【審議会意見】
• メッセージ性が弱いのではないか。
• 人口減少対策が喫緊の課題である。
• 攻める姿勢を見せていくべきである。

【市議会総務常任委員会意見】
• 2040年を正確に見据えることは難しいが、どのよ

うな事態にも適応できる対応力を備える必要があ
る。

将来都市像
暮らしやすく、希望あふれるまち

～〇〇〇〇〇〇〇〇〇～

【審議会意見】
• 将来都市像の副題について、基本理念との関係性

が分かりにくくなるため不要ではないか。

暮らしやすく、希望あふれるまち 上越

※詳細は、次ページのとおり

基本目標
（旧：まちづくりの目標

（政策））

• 支え合い、生き生きと暮らせるまち
• 安心安全、快適で開かれたまち
• 誰もが活躍できるまち
• 魅力と活力があふれるまち
• 次代を担う人を育むまち

【行政内部意見】
• 「次代を担う人を育むまち」について、子どもや

若者だけでなく、生涯学習やスポーツ、文化等を
通じ全世代における人づくりを政策展開すべき。

• 支え合い、生き生きと暮らせるまち
• 安心安全、快適で開かれたまち
• 誰もが活躍できるまち
• 魅力と活力があふれるまち
• 人を育むまち

審議会の意見、施策・施策の柱の検討を踏まえ、下記の事項を修正します。

令 和 4 年 7 月 29 日

第4回総合計画審議会
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上越市ならではの快適で幸せな暮らしの実現

～生きる力を備えたまちづくり・ひとづくり～
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３、 基本理念と将来都市像の関係性の再整理について

意見

【背景】
〇人口減少、少子高齢化の急速な進行

〇激甚化・頻発化する自然災害、地球温暖化による
異常気象の発生、新型コロナウイルス感染症の蔓
延、国際紛争による世界・国内・地域経済への影
響など不確実・不透明な状況に直面し、将来の予
測が困難な時代が到来

【考え方】
〇これまでに経験のない先行きが不透明な時代に
あっても、当市ならではの普遍的な価値を大切に
しながら、まちやひとの力を育み・高め、市民そ
れぞれが幸福感を感じながら暮らすことができる、
持続可能な社会を創り、未来に引き継いでいくこ
とが、今を生きる私たちの責務と考える。

〇そのためには、当市の強みである多様な地域資源
や産業、安全・安心な生活環境など「まち」の総
合力をさらに高め、また、多様な主体との協働・
共創によって新たな価値を創造していくこと等に
より、予測困難な時代にあっても、しなやかに、
かつ力強く対応することができる、持続可能で自
立的な「まち」を形成していくことが重要である。

〇あわせて、市民一人一人が他者や社会とのつなが
りを実感する中で、誰一人取り残されることなく、
自分らしく健やかに生きていくことができる環境
を整えていく必要がある。

○そして、新しい時代を切り開いていくのは「ひ
と」。人の英知の積み重ね、挑戦の繰り返しがイ
ノベーション（革新）を生み出していく。生涯に
渡り、あらゆる場面で、あらゆる「ひと」が輝け
る地域を確立していくことが大切である。

〇こうしたまちづくりの考え方・ありたい姿を基本
理念の副題として加え、力強いメッセージとして
明らかにしたいと考えたもの。

第3回総合計画審議会までの整理

上越市ならではの快適で幸せな暮らし

暮らしやすく、希望あふれるまち
～〇〇〇〇〇〇〇～

現 在

2040年

2030年

2022年

〇2040年問題
〇公共施設やインフラ
の老朽化

〇担い手や労働力の
大幅な不足

〇人口15万3千人

〇SDGs達成年限
〇人口17万2千人

【まちづくりに込める想い（基本理念）】

【2030年の将来都市像】

2040年頃、どうなっていたいか

※持続可能なまちづくりに向け
長期的な目線で検討

政策・施策として展開

〇各種インフラ、産業、教育、医療、福祉、環境、文化
の全てにおいて、社会環境の変化に、柔軟かつしなや
かに対応し、誰一人取り残されることなく、自分らし
い暮らしができるよう、生活の質の向上を図り、安心
感や満足度が高まっている。

〇地域の魅力や資源、産業や人材などまちの力を市民や
地域が一丸となって高め、いかしていく中で、地域に
対する愛着や誇りが育まれ、市民一人一人が夢や希望
を持って、暮らし、そして、次代を担う子どもや若者
が帰ってきたくなるようなまちになっている。

〇人口減少等の変化が進む成熟社会の中で、「上越市な
らではの快適で幸せな暮らし」を実現していくために
は、市民の暮らしとまちの成長を支える確かな基盤を
確立していくことが必要。

これまでの意見を踏まえた見直し

意見

【審議会意見】

○人口減少対策（集落の
維持、空き家対策、学
校の統廃合など）を喫
緊の課題と捉えて対応
すべき。

〇人口減少・少子高齢化
社会に立ち向かうとい
う、メッセージを明確
にすべき。

〇希望あふれるまちづく
りに向けた「攻め」の
姿勢を強調すべき。

【市議会総務常任委員会
意見】

〇2040年を正確に見据え
ることは難しいが、ど
のような事態にも適応
できる対応力を備える
必要がある。

修正の意図 修正案

【審議会意見】
〇基本理念との関係性が
分かりにくくなるため
副題は不要ではないか。

修正の意図

【考え方】
〇将来展望を踏まえて設定した基本理念に基づき、

8年後に実現したい未来をわかりやすく表現するた
め修正するもの。

〇普遍的な考え方を説明する基本理念の中で副題を
設定する。

修正案

【将来都市像】

暮らしやすく、
希望あふれるまち
上越
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【基本理念】

上越市ならではの
快適で幸せな暮らし
の実現

～生きる力を備えた
まちづくり・ひとづ
くり～


